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　はじめに

宮崎県の沿岸域を中心に甲殻類に寄生するエ

ビヤドリムシ上科等脚類を調査しているが（三浦

ほか，2014），かつて鹿児島湾で採集した甲殻類

からも日本未記録のエビヤドリムシ類を見いだし

たので，報告する．

等脚目ウエノエ亜目エビヤドリムシ上科

Bopyroidea Rafinesque, 1815は，世界で 600種以

上が知られ，比較的大型の十脚甲殻類から小型の

貝形類まで，底生 ･遊泳性を問わず，多様な宿主

に寄生し（WoRMS Editorial Board, 2013; An et al., 

2009），その鰓腔内に入り込むか，腹部などの外

面に付着し，宿主の寄生部位が大きく変形するこ

とも多く，漁獲対象種のエビ類では商品価値を下

げることもある．日本は戦前から椎野による研究

がなされ，世界で最も本動物群の分類 ･生態研究

が進展している海域と言える（Shiino, 1933–ほか；

齋藤，2002）．エビヤドリムシ類は他生物に寄生・

共生する甲殻類にも寄生するため，超寄生者

hyperparasiteとなることがある．本報告もその一

例である．

鹿児島湾および奄美大島のウミシダ類と共生

する生物に関しては，すでに報告したが（三浦，

2012），その補足として桜島袴腰海岸のニッポン

ウミシダに共生するウミシダヤドリエビの鰓腔に

超寄生するエビヤドリムシ類を紹介する．なお，

調査方法等は三浦（2012）に詳細があり，本稿で

は材料の説明に簡潔に示すのみにした．

等脚目甲殻類 Isopoda Latreille, 1817については

上位分類の体系に複数の考え方があり，まだ議論

の途上にあることから，本論文では，旧エビヤド

リ ム シ 亜 目 Epicaridea Latreille, 1831 を World 

Register of Marine Species (WoRMS)のサイトで使

用されている仮の分類体系に従って (WoRMS 

Editorial Board, 2014)， エ ビ ヤ ド リ ム シ 上 科

Bopyroidea Rafinesque, 1815として扱う．このグ

ループには 5科があり，エビヤドリムシ科

Bopyridae Rafinesque, 1815も含まれている．エビ

ヤドリムシ科はさらに 8亜科に分かれ，本報告で

はその 1亜科 Hemiarthrinaeに属す未同定種を報

告する．なお，標本は宮崎大学農学部（MUFS）

に保管されている．

　分類

Family Bopyridae Rafinesque, 1815

Subfamily Hemiarthrinae Marckham, 1972

本亜科は体が著しく左右不相称で，体の片側

だけに保育嚢を発達させ，反対側まで広がる．主

にコエビ下目 Carideaのエビ類の腹部腹面に寄生

する．上記のWoRMSでは 26属 56種が有効とさ

れているて (WoRMS Editorial Board, 2014)．この

中で，9種が日本から知られている（齋藤，

2002；齋藤・本尾，2010）．鹿児島湾から確認さ

れた種はこれらのいずれにも同定されず，その形

態は既存の 26属に含まれる．現在，主に体胸部
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の変形程度（あるいは胸脚の発達度合い）と腹肢

の内外肢の有無などでこれらの属が分類されてい

る．鹿児島産種は既知のMesophryxus属と一致し，

詳細な検討を行っているが，同種のホストから別

種のエビヤドリムシ類も報告されており，ここで

はそれらを比較検討するとともに，和名を付すこ

とにした．

ウミシダヤドリエビノツボミムシ（新称）

Mesophryxus sp.　（図 1）

MUFS CR 00001–00002　雌雄各 1個体：雌 2.9 

m x 2.1 mm；雄 0.7 mm x 0.2 mm — 1998年 9月

12日，桜島袴腰，水深 8.6 m，ニッポンウミシダ

Oxycomanthus japonicus (Müller, 1841)に共生して

いたウミシダヤドリエビ Periclimenes commensalis 

Borradaile, 1915の雌（甲長 3.4 mm）の第 1腹節

背側．

MUFS CR 00003–00004　雌雄各 1個体：雌 2.3 

x 1.6 mm；雄 0.7 mm x 0.2 mm — 1999年 4月 19日，

桜島袴腰（採集水深の記録無し），ニッポンウミ

シダ上のウミシダヤドリエビ雌（甲長 2.8 mm）

の左鰓腔内．

MUFS CR 00005　雌 1個体：雌 2.3 m x 1.8 mm 

— 1999年 5月 24日，桜島袴腰（採集水深の記録

無し），ニッポンウミシダ上のウミシダヤドリエ

ビ雌（甲長 2.8mm）の第 3腹節背側．

寄生の痕跡のみ — 1998年 6月 23日，桜島袴腰，

水深 7.2 m，ニッポンウミシダ上のウミシダヤド

リエビ雌（甲長 3.2 mm）の左鰓腔が肥大．ヤド

リムシの固定に失敗したため，標本は得られな

かった．

形態　雌の体は著しく変形し，その外形は，閉

じた花のつぼみ状で，左側（体凸部 long sideあ

るいは convex sideと呼ばれ，第 3・４胸節左側に

相当する．体の長軸）が丸く，反対側（体凹部

short sideあるいは concave sideと呼ばれる．体の

短軸）には明瞭な付属肢が確認できる．雌の長軸

長は 2.3–2.9 mm，短軸長は 1.6–2.1 mm．雌のサ

イズに関しては，体の主軸（頭部から尾部までの

中心線とする）が頭部において 30–40度右に傾斜

しているため，体長という呼び方が必ずしも適切

かどうか疑問があるため，ここでは長軸長，短軸

長としたが，長軸がほぼ体幅，短軸がほぼ体長に

相当する．原記載を含め，著者によってはどの部

位の計測を行っているのか判然としないが，動物

の大きさを理解する上では問題ないと思う．雄は

体の変形が少なく，ダンゴムシ状の体をもつ．雄

の体長は 0.7 mm，体幅は 0.2 mm．

雌の体凹部では第 1–7胸脚のすべてが確認で

きる．ただし，第 2・3胸脚がやや萎縮している．

第 3–7胸脚は第 1胸脚と同様に発達している．体

凸部には第 1・2胸脚が頭部の脇にあり，第 3–7

胸脚は確認できない．

腹部は 4節と腹尾節からなる．腹肢は 3対が

発達し，いずれも単枝型である．雄は 7胸節すべ

てが明瞭である．

備考　コエビノハラヤドリ亜科には 26属 56

種がふくまれているが，ホンカクレエビ属

Periclimenesのさまざまな十脚甲殻類を宿主とす

るヤドリムシ類は 7属：Filophryxs, Orophryxus, 

Hyperphrixus, Allodioplophryxus, Dicropleon, 

Eophrixus, Eriphrixus が知られる（表 1）．特に

Dicropleon marator Markham, 1982は香港のウミシ

ダヤドリエビから報告され，本属の他種と同様に

体凸側に 3胸節がみられ，腹肢は 4対が単枝型で

ある点で，鹿児島湾産種とは異なっている．また，

香港産種では雄の第 1胸節が頭部と融合傾向があ

る．ホンカクレエビ属に寄生し，ニューカレドニ

アから報告された Eriphrixus obesus Markham, 

1990も，香港産種と同じ形態をもち，鹿児島湾

産種とは形態的に区別される．オーストラリア産

のホンカクレエビ属の 1種 P. hertwigi Balss, 1913

の腹部背面に寄生する Filophryxus dorsalis Bruce, 

1972はその概形が鹿児島産種とよく似ている．

しかし，体凸部に 1胸脚，体凹部に 4胸脚しかみ

られない点で区別される．胸脚，腹肢，雄胸節な

どの形態から，鹿児島湾産種は Mesophryxus属の

1種と判断される．本属には ,アフリカのインド

洋側にあるザンジバルのサンゴ類に共生するホソ

ジマモシオエビ Harpiliopsis beaupresii (Audouin, 
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図 1．A：ウミシダヤドリエビノツボミムシ Mesophryxus sp.，1998年 9月 12日，桜島袴腰，水深 8.6 m，雌 2.3 m x 1.6 mm，腹面；B：同，背面；C：
同，覆卵葉および卵を取り除いた背面；D：同，腹部，腹面；E：同，口器，腹面；F：1999年 4月 19日，桜島袴腰，雌 2.3 m x 1.6 mmおよび雄；
G：1998年 9月 12日，桜島袴腰，水深 8.6 m，ウミシダヤドリエビ Periclimenes commensalis雌（甲長 3.4 mm），第 1腹節背面にウミシダヤドリエ
ビノツボミムシ（A）の寄生痕；H：同，雄 0.7 mm x 0.2 mm，背面；I：同，第 2触角．
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1826)の腹部に付着寄生する M. ventralis Bruce, 

1973のみが知られている．ザンジバル産種では

体凹部の胸脚がいずれも良く発達していて，7対

の間に大きさなどの違いがないが，鹿児島湾産種

で は 第 2・3 胸 脚 が や や 小 型 で， 上 述 の

Filophryxus dorsalisに類似する点が異なる．また，

雄第 1胸節と頭部との癒合が鹿児島産種では全く

みられない点も異なっていた．雄は胸節の融合状

態が属間でも異なるため，5胸節しか確認されな

いニューカレドニア産の Mediophrixus pinuum 

Markham, 1990などは本種とは容易に区別できる．

以上のような形態的特徴から，本種は未記載

種である可能性も高いが，国内で入手が難しい文

献などもあり，今後も継続して詳細な検討を行い

たいと考えている．本稿では，鹿児島湾の動物相

に関する新しい知見として和名のみを提唱する．
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